
学校番号 214 

 

平成 31年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ 3 第２学年 
 MY WAY 

English Communication Ⅱ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅱの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技

能の中でも特に読み書きの力をつける授業です。逐語訳にとらわれず、文章を読み解き理解できるよ

うになりましょう。また、さまざまな題材に触れることでいろんな文化を理解しましょう。授業では

積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意

識して学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、

聞いている人にきちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ」（3 単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 
学習到達目標 

科目・評

価 

教科書の本文で

身につけた英文

を使って簡単な

自分の意思を伝

えられる。 

 

授業への

参加態度 

 

学習したことに基づ

いた基本的な英文を

書くことができる。 

 

 

定期考査 物語に対する英問

を聞いて、正しく

理解し答えられ

る。 

 

 

リ ス ニ ン

グテスト 

 

定期考査 

 

論説文や物語

を速読して、概

要を捉え、そこ

から重要な情

報を見抜くこ

とができる。 

定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標

を的確に評価できる方法で実

施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson １ 

( ６時間) 

 

身近にあるピク

トグラム、国や

地域によって異

なるピクトグラ

ム、日本発祥の

ピクトグラムな

どについて学

ぶ。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話をし

ている。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・自分や他者のことに

ついて、SVO(O=if

節)の文型の英文で言

うことができる。 

・自分や他者のことにつ

いて、SVC/SVOの文型

を使い、まとまった内

容の文章を書く。 

・まとまった内容の

文章を言うことが

できる。 

・ペア・ワークの

後、全体に向けて

口頭で発表をさせ

る。 

 

「外国語理解の能力」 

・ピクトグラムの役割

を考えさせる。 

・国や地域による違い

から、文化の違いを

認識させる。 

・セクションごとにいく

つかの発問を通して概

要を把握する。 

・発問に対し簡潔に

答えることができ

る。 

なし 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVC  

・SVO 

・SVO(O=if節)  

・SVC (C=過去分詞)の

言語材料を学ぶ。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・主語と述語動詞に

注意を払いなが

ら、英文を読み進

め、その内容をと

らえることができ

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

 

Lesson ２ 

(６時間) 

 

あるオランダ人

の若者による海

のプラスチック

ごみ回収のため

の取り組みや、

その挑戦する姿

勢について学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力し

ながら会話をしてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」 

・ある人やものの様

子・状態について、

SVO1O2(O2=that/what

節）の文型の英文で

言うことができる。 

・ある人やものの様子・

状態について、

SVO1O2(O2=that/what

節）の文型を使い、ま

とまった内容の文章を

書くことができる。 

・まとまった内容の

文章を言うことが

できる。 

・ペア・ワークの

後、全体に向けて

口頭で発表をさせ

る。 

 

「外国語理解の能力」 

・海のごみ回収のしく

みを理解させる。 

・あきらめずに挑戦し

続けることの意義を

考えさせる。 

・海のプラスチックごみ

に関する英文を読み、

友人同士でその内容に

ついての対話をする。 

・海のごみ回収の仕

組みに関する英文

を読み、その内容

を平易な表にまと

めることができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVO1O2(O2=if節、

that節、what節) / 

it seems that ~の文

章を理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

SVO1O2(O2=that/what

節）の文型を使い、

まとまった内容の文

章を書くことができ

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定期

テストの筆記テスト

において、知識が身

に付いているか判断

する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson ３ 

( ６時間) 

 

キューバの

歴史が生み

出した文化

的 な 特 徴

や、平等と

助け合いに

重点を置い

た社会制度

について学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力

しながら会話をし

ている。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・キューバの特徴的な点

について自分の考えを

述べることができる。 

・キューバの教育制度に

関する英文を読み、友人

同士でその内容について

の対話をする。 

 

・キューバの医療制

度や人々の考え方に

関する英文を読み、

その内容を短い要約

文にまとめることが

できる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・キューバの文化や社会

の特徴に着目させ、その

優れた点や、日本との類

似点・相違点を考えさせ

る。 

・主題文と支持文に注意

を払いながら英文を読み

進め、筆者の主張とその

根拠をとらえる。 

・キューバの歴史や

文化に関する英文を

読み、その内容を平

易な表にまとめるこ

とができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・It is ... to 不定詞 

・It is ... that ~  

・形式目的語 

・ある行為の難易度や興

味深さ、重要性などに

ついて、〈It is ... to

不定詞〉や〈It is ... 

That節〉の構文を使い

まとまった内容の文章

を書く。 

・自分や他者がわか

ったこと、思った

ことについて、形

式目的語〈that

節〉の構文を使っ

て言うことができ

る。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

 

Lesson ４ 

( ６ 時間) 

 

「世界で最

も貧しい大

統領」と呼

ばれたウル

グアイのホ

セ・ムヒカ

元大統領の

「幸せ」に

ついての考

え 方 を 学

ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・聞き取れない箇所や未

知の語句があっても、

推測するなどして聞き

続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにお

いて、互いに協力し

ながら会話をしてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

・ノートを提出さ

せ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ムヒカ氏の考え方につ

いて自分の考えを述べる

ことができる。 

・ムヒカ氏の暮らしぶり

とその背後にある考え方

に関する英文を読み、友

人同士でその内容につい

ての対話をする。 

・ムヒカ氏がスピー

チで述べた問題提起

の英文を読み、その

内容を短い要約文に

まとめることができ

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語理解の能力」 

・現代社会における「経

済発展」と「幸せ」の

関係について考えさせ

る。 

・読者に対する筆者から

のメッセージを正しく理

解する。 

・発問に対し簡潔に

答えることができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・SVOC(C=動詞の原形、

過去分詞)  

・ SVO＋(to)不定詞 

 

 

 

・ある人やものの動きを

見聞きしたことがらにつ

いて、〈S+V+O+C [動詞の

原形]〉の構文を使い、

まとまった内容の文章を

書く。 

・本単元で学ぶ言語

材料を使って自分の

考えを述べることが

できる。 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson ５ 
( ６ 時間) 

 

デフリンピ
ックに参加
したろう者

女子サッカ
ー選手から
アイコンタ

クトの大切
さを学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をしてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・よく使われるジェス
チャーについて、ど
のような状況でどの

ように使うかを説明
することができる。 

・選手がアイコンタク
トについて述べてい
る英文を読み、友人

同士でその内容につ
いての対話をするこ
とができる。 

アイコンタクトについ
て自分の考えを述べる
ことができる。 

・グループでの言語
活動を観察する。 

「外国語理解の能力」 

・目で伝えるコミュニ
ケーションの大切さ

について考えさせ
る。 

・つながりを示す語やフ
レーズをたよりに、論

理の展開を読み取る。 

・つながりを示す語や
フレーズに注意して

文章を読み、論理が
どのように展開して
いるかを把握するこ

とができる。 

・定期考査の筆記テ
ストにおいて、内

容理解を問う出題
により、内容理解
ができているかを

判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・関係代名詞 
・前置詞＋関係代名詞  
・関係代名詞・関係副

詞の非制限用法 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す
る。 

・本単元で学ぶ言語材
料を使って自分の考
えを述べることがで

きる。 
 

・言語の使用場面と
働きを意識した定
期テストの筆記テ

ストにおいて、知
識が身に付いてい
るかを判断する。 

 

Lesson ６ 

( ６ 時間) 

 

・宇宙エレ

ベーターの

構造につい

て学び、その

実現可能性

について考

える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をしてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・宇宙エレベーターに

ついて自分の考えを

述べることができ

る。 

・宇宙エレベーターの仕

組みに関する英文を読

み、その内容について友

人同士で対話する。 

・宇宙エレベーターの

概要に関する英文を

読み、その内容を短

い要約文にまとめる

ことができる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・宇宙エレベーターに

ついての説明文を的確

に読み取らせる。 

・提示された話題を受

けて話がすすんでいく

ことを確認しながら、

英文を読み進める。 

・宇宙エレベーターを

支える科学技術に関

する英文を読み、そ

の内容を平易な表に

まとめることができ

る。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・現在完了形 

・現在完了進行形 

・過去完了進行形 

・未来進行形 

・本文中で用いられてい
る意味や用法を確認す
る。 

・本単元で学ぶ言語材
料を使って自分の考
えを述べることがで

きる。 
 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 



単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson ７ 

( ６時間) 

 

時代を超え

て歌い継が

れるZARDの

『負けない

で』につい

て知り、坂

井さんはど

のような思

いを込めた

の か を 知

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、参考にしな

がらペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をしてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・『負けないで』の歌につ

いて自分の考えを述べ

ることができる。 

・『負けないで』に込め

られた思いが何に表れ

ているかに関する英文

を読み、その内容につ

いて友人同士で対話を

する。 

・坂井泉水さんが歌

詞にこだわった理由

に関する英文を読

み、その内容を短い

要約文にまとめるこ

とができる。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・歌詞に込められた思い

を認識する。 

・この歌がどのように

人々を励ましたのかを

認識する。 

・固有名詞に注意しな

がら、英文を読み進める

ことができる。 

・『負けないで』がさ

まざまな場面で人々

を元気づけてきたこ

とに関する英文を読

み、その内容を平易

な表にまとめること

ができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・助動詞 

・助動詞＋have＋過去

分詞 

・would を使った表現/ 

・完了不定詞 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本単元で学ぶ言語材
料を使って自分の考

えを述べることがで
きる。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

 

Lesson ８ 

( ６ 時間) 

 

小笠原諸島

の「小笠原

言語」を例

に、複数の

言語が出会

うとき、互

いに及ぼす

影響につい

て考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をする。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見につ

いて話すためのキーワー

ドをワークシートにメモ

し、それを参考にしなが

らペアで伝え合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話をしてい

る。 

・ペアでの言語活動

を観察する。 

 

「外国語表現の能力」 

・小笠原諸島で使われ

ている言語の特徴を

知り、言語接触につ

いて自分の意見を述

べることができる。 

・小笠原諸島で使われて

いる言語の特徴とそれ

についての人々の思い

に関する英文を読み、

その内容について友人

同士で対話をする。 

・小笠原諸島が東洋の

ガラパゴスと呼ばれ

るようになった地歴

的要因に関する英文

を読み、その内容を

短い要約文にまとめ

る 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る。 

「外国語理解の能力」 

・言語接触によってう

まれた言語について

考え、ことばの大切

さを考えさせる。 

・代名詞や指示語が指し

示す語句に注意を払いな

がら、英文を読み進め

る。 

・言語接触のさらなる

例に関する英文を読

み、その内容を平易

な表にまとめること

ができる。 

・定期テストの筆記

テストにおいて、

内容理解を問う出

題により、内容理

解ができているか

を判断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・仮定法過去 

・仮定法過去完了 

・ifを使わない仮定 

・no matter＋疑問詞 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・本単元で学ぶ言語材

料を使って自分の考
えを述べることがで
きる。 

 

・言語の使用場面と

働きを意識した定

期テストの筆記テ

ストにおいて、知

識が身に付いてい

るかを判断する。 

 


